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1の縮尺で、関東・京阪神をは

じめ とする全国主要平野の地形

図が作 られた。 しかし、この縮

尺では財政負担に耐えられず、

明治25年 から、われわれになじ
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分 光 化学 セ ンター よ り

当センターの運営は当然のことなが ら運営委員会

で議論 し,基本方針 ,当面の計画 ,予算の執行 など

をきめてゆくのであるが,さ らにその前段階で, こ

ういう問題にどんな風に考えたらよいかをセンター

発足当時島内センター長の もとに幹事をきめ,か な

りの頻度で話 し合 うことにした。メンパーは島内氏

のほか大木,黒田教授に藤原の計 4名で化学教室の

研究室 rCま ずアンケー トをお くり分光化学 として考

えられる研究テーマをおききし,ま た幹事の間で討

議 し,結局, レーザー科学 ,電子分光,高温系の分

光などを当面のテーマに考えることとした。 なお,

その他のもの として分光 システム,分光データバン

クなどもあげ られた。ただ し,昭和51年度は設定さ

れて間 もなく諸事忽忙の間に了つたので,具体的活

動は昭和辰年度に入つてからということになつた。

そこで今年度に入つてあらためて運営の方針を運

営委員会全体にはか り, きまつたのが以下のような

ことである。

すなわち,分光化学センターの事業 としては設立

当初の企画の通 り,理学部全体の研究者のために分

光の便宜をはかることは もちろんであり,ま た, こ

れ とならんで,分光化学 として最 も高いレベルの研

究を推進 したい。ついては,後者を二つにわけ,当

藤 原 鎮 男

面 ,上記の具体的 テーマについて研究会をもち,実

際の研究を進める。さらに理学部全体 として分光化

学 センターの研究方向を考えるとい う視点で,分光

化学 シンポジウムをもつことに しよう。研究会はい

わば,当面の研究 rC理学部の現在の叡智を導入 した

い とい うことであり,後者は長期的視野で,理学部

全体で分光化学センターの研究 を考えて頂 こうとい

う趣旨である。

前者にFFl連 しては,幸い,昭和51年か ら理学音

`の特定研究 としてレーザー科学が始まつているので ,

そのお世話役の物理教室の桑原教授に企画をお願い

し,ま た,電子分光について化学教室の中に,田丸

教授 ,黒田教授 らのつ よい研究 グループがあるので ,

その辺のお話 を願 うことにした。また,セ ンター専

任の岩村助教授はかねてCIDNP(化学誘起核分極 )

法の我が邦の草分けで,特に最近 この手法を使つて

新 しい化学結合の くみかえを発見されておられるの

で,新物質の生誕につながる分光 は,ま さに分光化

学 センターの狙いで もあるので,同助教授にお話を

願 うこととした次第である。

以上の ような方針で今後センターの活発な活動を

はか りた 〈,各位の一層の御協力,御力添えを願 う

次第である。

素粒子物理学国際協 力施設

本年 4月 18日 附の官報で当施設の設置が公知 され

昭和59年 3月 31日 まで存続する事が明らかになりま

した。理学部の皆様の御援助の賜 と関係者一同深 く

感謝 して居 ります。

この施設は昭禾口49年 に設置 された高エネルギー物

理学実験施設が転換 されて出来たもので,それ以前

の経緯 については前に理学部広報に 2回 に亘り (昭

小  柴  昌 俊

和45年 4月 ,及48年 6月 )述べましたので, ここで

は前施設の設立以降について簡単に経過を御伝えし

たいと思います。

巨大科学の一つとして素粒子実験は規模が年々増

大 してきて,いづれは一国でまかなえる規模を越え

てしまい,何 らかの形での国際協力にまたねばなら

ぬだろう事は明らかです。一方実験の面では国外の
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ビームパ イプ

及び

内部検 出器

―

スパー クチエムバー

シャワーカウンター

図 1-a

実験に個人参加 という形で しか参カロした経験を持た

ない我が国の素粒子実験屋 としては,何 とか してテ

ィームとしての国際協同実験の実績を作 り,将来の

更に国際化するであろう素粒子研究にそなえたとい

うのが ,ノ ボシビルスクとの協同研究,DESYと の

協同研究 を計画 した私共の願いで した。

昭禾口47年 12月 準備費を以て参カロしたDES Y(ド イ

ツ電子 シンクロトロン研究所 )と の脇同研究は翌48

年事業が正式に認められ,東大ティームは DASP

(Double Arm Spectrometer)実 験 に於て内

部演1定器系を担当する事になりました。図 1-a,

bを参照下さい。東京大学が設置 ,完成 したシヤワ

ーカウンター及び多層チュープチ ェムパー (共に光

子,電子のエネルギー,通過位置 を濃1定 )は, この

実験の成果を得 る上に極めて大 きな役割 りを果 しま

した。即ち昭和49年秋 より陰陽電子衝突実験を始め

たDASPは ,■ 月の米国に於ける新粒子 で丁/7に続

いて″り発見に,直ちに対応,12月 にはこれらを追

認すると共にその崩壊様式の演1定に入 りました。半

年後,DASP協同実験はψ′が単色のγ線を出して

新粒子Pcに崩壊し,それが叉γ線を出してψに崩

壊する事を発見しました。更にその2ヶ 月後にはψ

がγ線を出して新粒子X1/C,そ してXが 2つのγ線

崩壊するのも発見しました。これらのγ線を検出浪1

電磁石

飛程 カウンター

吸収層

図 1-b

定するの1/C東京大学は不可欠の寄与が出来たわけで

す。DASP実験はその後 も引続 き続行 し 2ヶ 月1/C一

つ位の感 じで結果を発表 してきましたが,翌51年 7

月Fcは弱い相互作用で崩壊する新粒子の存在を発表

時間差検出カウンター

事象検出

/ン チレー ンヨン

チ ュー ブ

多線比 ,1計数 箱
jL l!/\.-

シンチ レー タ 鉛
(1京大学完成 )
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し,現在 もデータを取 り続けています。 この新粒子

はその後チャーム中間子として同定された もの以外

に重い軽粒子 も入つているらしい事が分つて素粒子

4/8理学の最先端のテーマの一つ となつています。

さてStanfOrd tt DESYで のこれ らの陰陽電子

相互衝突実験の予期以上の成果をふまえてStan―

for dで は更にエネルギーの大 きい 150億電子ボル

トづつの衝突装置 PEPを 作る計画を発表 しました

し,DE SYで も190億電子ボル トづつの陰陽電子相

互衝突装置 PET RA(POsitrOnen Elektronen

Tandem Ring Anlage)の 計画を発表すると同

時に,東京大学にもそれを用いた実験に本格的に乗

り出して欲 しいとの要請が行われました。この計画

は昭和50年 10月 西独政府によつて認められたので,

これへの参加計画を物理学教室の関係諸先生等とも

相談の上で昭和
"年

度概算要求として理学部に提出

した次第です。

PET Mは昭和53年末に完成,54年早 相々互衝突

実験を4つ進行させる予定ですが,東京大学はその

4つのうちの 1つ JADE(マ IAp an―Deutchland―

England協同実験 )を行 う事になります。(IADE

の実験装置を図 2に示 します。 この中で東京大学の

担当は lead giasと 書いてある鉛 ガラスチェレン

コフ検出器 (光子 。電子のエネルギーを演1定する )

全部 とdrift chamberと ある内部荷電粒子検出

器の電子回路 の一部です。これらの費用の一部 とし

て52年度には 8,294万 円の物件費が認められました

し,叉当施設 もこの実験のベースキャムプとして設

置 されたわけです。

写真 1に DESYの全景が写つていますが,外倶1の

白い円周を 190億電子ボル トの電子 と陽電子が逆向

きに走 り, 4ケ所の実験棟 (4角 の自点で示されて

いる )の所で互に衝突するわけです。JADEが設置

されるのは写真の右下の実験棟です。小さな小判形

は現在 DASP実験が進行 しているDORIS相 互衝突

装置で,その左にある細長い建物は 4億電子ボル ト

の線型カロ速器が入つています。 これでまず加速 され

た電子叉は陽電子は,ま ず DORISの上 lrc見 える電

子シンクロトロンで20億電子ボル トまで加速 され ,

一時DORISに貯え られます。充分な電流が貯え ら

写真 1

―
　
　
―
―
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れる|ど:叉電子シン′曖―卜鋼イに展され難 は70億

電子ボルトにまで加速されな外のPコ TRAリ ングル

入討き|れζす。これか151m億電子ぽルト弯でり加

1攀 の中央若と中えたに動ふ(実験榛とFTJ&く

愁奮に自点)R]空洞によつて物 ま―■。

さて当:黎 り颯標健資材騨都議羨まで推 J塾

D弱 襟出轟密完感き輩■‐幽籍評々 から,鬱をに入る

事ですが:この日礫達成の為に1颯極めて限られた期

限の他:に も人員の間置,犠掘大学腱学

―●実現:やデ■―夕解析0為の大型コムピユーメー
'の

利

用をど輔 な接 実現する蒔 、幾つ勒 ハ験

されて居りますo

隷 こと書牛来国外での欄脈酢亀験を2野詳して来て

勒 ずる鑑 い櫻岬̈ 繁箋加を鰤側にし磯 ‐

す|るが,真には彗夕磐ば ,1修士輌 o実

験的トレー■ンタ壼どの様にしで実施する.かな本気

で考えれば力ら濠燃.と'い う事です。この面に関して

は今年度瑾学部からも計画が島ている様ですから,,

何とが重て藩萎風卿藁っていまれ

J勒 ほt動新粒子(新しい雛 0‐夕,‐ 夕に

1輔し|たもの十1新 .しい場 )1の観 |,C錢量掩

磁力学の裏に後細な時窪額戯での機灘,10電磁相互

1鮨需と霧糧ユ作用と軒 参魏暴回時葛 等を主たる

鋼輿助駒とし|て居コ楼ずヽ

LttPを始め颯 肇機に勁誼に,これらの実験目

歯のケち0幾つかが轄しい儀 をも.たらしてくれ込

事審希うものですが:この1賊点で少し靭 ヽの夢を

述バさせて頂書たいと思いれ

いづれにせよ嚢績を上げ
―
てから痰り計画が初めて

霧慮され驀る のヽですが″稿轟として
.は
,こ こ数年

の針ちに.1醸鵠畔生"大学鑓修士認畢0学生に本‐

格的実験0.ト レ:‐ ■ングを与え得る様な設備を理学‐

1郡に設鷲する事,調離業の計画ばか)でなく他にヽ

1国際脇同研難が実現して鷺時あⅢ羹3位のプロジェ

′卜が3～ 5年0期限で次 ヒ々実施される.様な口常
.

権教|と,しその“鱚 国際鶴力施設IPり如

應ものを期 する[乳.これ覆理学輸駆可浴・ 火艤

線の恒釧察鶴ワ齢疲としてc瑶級が離鶏等襲ともいえるでし

基りが,‐夢はつ僣な|い も0ですo

終pに0ぞみコ1改わ卿 0皆様に1感謝し命磯

とも御叱聾御轍達警御顧峰.す る次第です。
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職 の 御  挨 拶

吉 野  誠  治 (事務 )

ながい間御世話になりましたが ,こ の度 6月 30日 付をもつて

退職することになりま した。東大の停年までにはまだ 1年近 く

ありますが,な りよりも疲れた と云うのが退職の理由です。

今後のことにつきましては,今のところ何 も決つておりませ

ん。当分ゆつ くり静養 して考えてみたいと思ってお ります。

在職中なんとか大過な 〈勤務 しえましたことを心から感謝 し

ております。ありが とうございま した。

吉 野 誠 治 事 務 長

退

理学部事務長の吉野誠治 さんは大正 4年のお生れ

で,本来なら来春停年退職のところ,後進に道を開

くため1/C,こ の 6月 末 1/C退職されるとの事である。

吉野さんは昭和 9年に東京帝国大学庶務課に勤務 さ

れ,昭和16年の末 に理学部へ来 られた。それから戦

争末期の20年 5月 から終戦まで横須賀海兵団 1/C入隊

された外は,ず つと理学部に勤められ,I年 7月 か

ら事務長 として現在に至つている。当時は渡辺武男

先生が 4月 に学部長になられたばか りの時で,その

後弥永昌吉,藤井隆,久保亮五,小平邦彦,植村泰

忠,田 丸謙二諸先生の七代の学部長をたすけて,14

年間理学部運営の責任を果 して来 られた。 こうして

みると吉野さんの事務長時代は,藤井学部長の とき

始まった大学紛争が大 きな事件であったことが判 る。

私も一時期幹事会のァ員 として毎 日のように学部長

室に出入 りし,吉野さんに大変お世話になつたもの

である。あのころの幹事会はむやみと忙 し〈,半年

の任期が終った ときの解散コンパだけを楽 しみに し

て毎日を送つていた。会合が夜おそ くなることも多

かつたが,吉野 さん と学部長秘書を していた大山さ

んは嫌な顔 もせず よく付 さ合つて くれた。そのこと

が味気ない当時の日常にどんなに力になつたか測 り

知れなぃ。たまに学部長室の留守番でなすこともな

田 靖  (物理 )

くぼんや りしているときは,吉野 さんの話を聞 くの

は楽 しみの一つであった。大学の昔話から始まつて
,

色々な人の暉話,さ ては退職金の計算法まで話題は

千変万化 して飽 きない。話題が豊富なの も理由があ

つて,吉野 さんは大変な趣味人であって芸能関係の

友人 も多 くお持 ちとのことである。海兵団時代の友

人にその ような方が多かったとかであるが,御 自分

のことは,あ まりお話にならない方なので詳 しくは

存じ上げない。吉野さんは叉大変几帳面な方である。

特に学部職員の履歴は よく記憶 していて,その待遇

に手落ちがないように常に心掛けておられた。 これ

は労務管理上大切な点の一つであるが,私は最近他

の所で この点に手違いがあったため大変苦労 した例

を知って,吉野 さんの存在の大 きさを改めて認識 し

た。叉吉野さんは毎 日日記をつけておられるとの事

である。長年の日記が製本されて保存されていると

いうの も几帳面 な御性格 によるものであろう。東大

に43年間在職されたことを考えると,ま ことに生 き

た百年史であると云える。理学部教職員の人物評 も

あるであろうか ら,ち よつと空恐 しい気が しないで

もない。この ような吉野 さんを して,ち よつと緊張

させるのは月一回の理職 との交渉である。交渉 とい

うのはその性質上必ず しも上品な雰囲気ばか りでは

禾日
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ないし,事務に関係.した問題は吉野さんが答え―る.立

場であり,交渉のはじめから,後での議 作夕査で

細かく神経を使つておられた。理学部内での労務に

関する商題が大筋でうまく行つているのも,各学部

長評議員の御努力に加えて吉野さんの1緊‐張のおかげ

でもあろう。

こ―のょうにして長かつた半年の制 を'終えて,我
々の幹事会は日景 解散,コ ンパを行つた.。 久保学部

長御夫妻|,吉野さん,佐 木々亘幹事長以下幹事全員

が参加した。一電車遅れて来た天文の堀さんが嬉し‐

そつ|に盃をあげたときの顔,そう簡単に“解散"と

い0訳には行かなぃ久保発生と吉野さんのちよっと

複雑な顔などを今でも思い出す。当時は辛かつたが,

今となればなつか しい1経験であつた。そして今i紛

争 含ヽめて色々級 に長輔 耐えて来られ
―
た吉

,野 さ赫 理学部を去ろうとしてかられる。いつまで

もお元気で,な仕事に趣味の道に精進1遷れ崚すこと

を祈つて止まな喝

吉野事務長は明年4月 1日 の定年を待たずに, 6

月30日付で退職烙れることになりました。今事務

長|に去られることは事務室にとって大きな痛手で,

できることなら定年まで留まられるようお引止めし

たい気持ですが,今となってはどうにもならず残念

で■.

吉野事務長は大正4年のお生れて,本年 4月 1日

で満62オになられました。昭和9年検浜市立横浜

商業専門学校をご卒業後,東京府の東大庶務課派遣

員を経て,昭和 10年 4月 東大庶務課に入られ最し

た。昭和 16年 12月 庶務掛長として理学部に移,

てこら―れ,昭和68年 7月 に田坂前事務長の跡を継

いで事務長.に なられて今日に至りました。

戦ヽ 戦後の混乱を経て今日までる6年余の長い

問理学部に尽してこられ,その1聞定めしご苦労も多

かったことと思われます。

事務長は長いく経験に加ぇて強い記憶力を持って

かられ,古いことを■〈ご存知で理製 [の生字引の

ような方であることはよく知られておるところで九

このことだけでも理学部にとって掛替た0ない貴重

な方を失うことになり墳す。

事務長に 状多に冗談を言うことがなく,ま た笑‐

顔を作ることも余りされない方で,‐見堅さ一方の

ような感じを受けますが,実際暉 好きな,さぼけ

吉 野 事 務 長

r// 森 1政 雄 (事務)

たところ0多分にある方で旅行会や忘年合,その他

折 の々事務室の催しや会合にはいつも,参加|さ れて皆

なと¬緒によく飲み,ょ く槃り,乞われて唄うこと

もたびたびありました。

また映画,演劇|が か好きで:一廉の鑑賞限なお持

ちであり。その世界の有名人とのお附合い0多いこ

とはよく知られており警す。その外にも―色々など趣

味をお持ちであること,は開いておりますが詳しいこ

とは分りま―せん。

事務長の退職されぶ目を|二句後に控え,今非常な

淋しさを覚えております
`‐

大事な柱を失う思いは 、

定年まで。・,・ Ⅲ…Ⅲと願っても今となってはどうにも

ならないととで 今́はただ|″ 事務長の今後のご健勝

とご活躍を心から警析りするはかりです。
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三 輪  清‐
氏

1物理教室の事務主任三輸濤氏は,こ の4月 1日に

停年退職.されすした。氏は明治
“
年2月l10日 生れ,

少戦 を水戸で過した後,讚和5年に就職のため,

東京へ出てきました。昭和17年 10月 に臨時召集を受

け,霞和21年 ,月 に復員.し そo年の11‐月に東京大

学に就職,当ゆ 厚生部,後の学馨部嘲 する.こ

とになりました。そして,睦囲■971月 から1理学部

機圏峰自鑢窒o嶋主藍として働いてもらつたわけで

木 原 太1 郎|(‐場攣い

すol大学の本部で17年餘,物璽教室で環年餘仕難

して来たことになります。

三輸駆 弯ことに温厚篤実な人物で,自分でもま|

めに動き,事務室でのスムーズ|た仕事の|は こび
―
は氏

のこの性格による.と ころが大でした.。 昔はスポ‐‐ジ

をやりましたが,今は野球やサッカ‐の見物が瑠嗜、

とのこ.と ですoお子穣も独立し,い.まは奥さんと二.

人で葛飾区にお住‐いです。

万 /1j乃 寿満子遂ん

万利乃さ―んは今|から鋼年前に地球物理学教室にこ

られ.ま した。ですから教室り誰よりもふ.る ぐから居

られたわけです。当時はい.つ 和ヽ服|を着.て属たそう

です0はじめほ河角先生の部屋で数値計算をして層

られました。朝9時か
―
ら昼休を除いて夕方5時すぎ

ま‐で′ィガー計算機の音をきいてくら.し ていたわけ

です。

入試0離 は受験生を口答試間の室に1人づつ■

び出す役もしていました。したがつて:軋 室

にい―るふ―る|い人達は大てい彼女によび出された|わ|け

です。

浅 田   敏 (地動鯉つ

しかし万利乃きんは受験生をょ―び出すのが仕事で

は家く,本当ほ名のとかつた歌人なのです。歌集‐ヽ

いく冊が出されており,有名な賞ももらつて居られ

ますo

今醐 |1崎市郊外に1居をか鷲えられ,百人のうた0
お弟子恣姉 をして居られますo万利乃さん0
本領が発揮され,る のは,むしろ定年後の人生でしよ

ぅ。万利77Jさ んに 又水泳の
一

り下のプー

.″で11時間お.よ ぎつ舛 るのはなんでもなかつたの
ですoこれから性推なわ元気におすごしに1最‐られる

ことと思いま
―
す。

岡本つちのさ―んの停年退職に際して

3月 12日 の岡1本さか嘲□郭 を建んで
"吾 が々,

月に停年退戦される.岡本さん嘲 峰維麺 した所 ,

頭として辞退されどうし|て も承諾を1得ること力S.‐出来

なかった。そこで鋼 間程経てから,3時のお茶0時

間後,香 は々ひそかに特機して,I午後御 を抱‐

竹 内 慶 夫 (鉱効 )

えて来た岡本さんをつかまえきさやかな記念品:0

“瞳ユ式 "を行った。照It13444月 |から鉱物学教室

の層務員として書 の々た0に勁|め て下0つた長年の

御苦労に対 して謝辞拠 ぺ始める .と ,岡本さんは激

しくテープルの上に数割知鬱% 「 私って泣虫だか

-9-



教室の職員に囲まれた岡本さん (中央 ,定永教授の右 )

ら」と云いなが ら,やがて顔を上げた岡本さんは ,

からりと何時 もの態度でひとしきり昔の思い出話に

花を咲かせた。その時の岡本 さんの姿の中に,私は

岡本 さんの人 となりについてすべてを見る思膝が し

た ハ

回数の少いさつば りしたおばさんであるが,口 を

開 らくと快活で,話 の筋は明晰, しか も歯切れがす

こぶる良い。群馬県で生れるとす ぐ東京へ連れて来

られた と云 うので,いわば “上州生れの江戸育ち "

歯切れの悪いはずがない。その小柄 な体はn~t実で ,

曲つたことは大嫌いという文字通 りの大い筋金 入 り

である。従つて,今まで安心 してすべての用務を岡

本 さんにまかせ切 りに していた吾々自身に今にして

気が付 く次第で , この ような貴重な人物 を送るにし

のびない思いであつた。教室全員が恐 らく同じ思い

であったのであろ う。職員達が記念品を贈るという

話が伝わると,院生達 もこぞつて謝意 を表わす別の

計画をたてた。

特筆 しなければならないのは,岡本 さんが健康 の

回 りの ような人であつたことである。 18年 間の長い

間 , 1日 も休んだ ことがない。毎朝 きつかり 7時半

には時言キの針の よう1/C理学部 2号館の玄関には岡本

さんの姿があつた。ス トライキ中で休める日で も,

家を早 目に出て徒歩で出勤 し,教室に姿を見せる時

間に狂いがなかつた。世が世ならば講談の出しもの

FLも なりかねない所である。

この ような人柄 にふさわしく,岡本さんは子供 さ

ん達 1/4も めぐまれている。三人の息子さんと,一人

の娘 さんが居 り,それぞれ独立 して家庭をもち立派

に活 らしてかられる。岡木 さん自身は一人の下宿住

いで,日 曜 日1/Cは子供さん達の家を廻 り,庭に花を

咲かせ,植木の手入れを楽 しんだ と聞いている。 ま

た,昨今は野球を覚えてテレビの野球放送は必らず

見て熱狂 しているというIIIも 耳にしている。

東大の退職が決ると,各方面から仕事の誘いが殺

到 したけれ ども,は じめからの予定通 り,長野県に

住む息子さん一家からの誘いに応 じて,岡本 さん自

身の表現をつか うと「 されいな空気の中で,こ れか

らの余生を静かに過す」 ことに決められた。大変幸

福な人だ。吾々にとつてかえすがえす も残念だつた

のは,新 しく出来た理学部五号館の中で,教室 とし

て始めて持つた専用の用務員室を岡本さん 1/C使 って

もらえなかつたことである。今まで通 りいつまで も

長 く健康であることを祈 りながら,最後にもう一言

つけ加えておこう,「岡本 さんは職を去 っても吾々

の教室に貢献 している。なぜならば,すば らしい後

任を推薦 して くれたから」。
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関本貞治氏 (みんな,貞さんと呼んで きた )は ,

今年の 4月 1日 付で,臨海実験所技官を停年で辞め

られた。昭和11年 以来,40年余 りの間,ひたす ら実

験所の為に尽 していただき,本当にあ りが とうと,

お礼を申しあげたい。

貞さんの仕事は,技官 として,研究用の生物を採

集することであつた。 ここ三崎周辺の海は,貞 さん

にとっては,自 分の庭のようなものであり,頼まれ

た海産動物で, とつてこられぬ ものはお よそなかつ

た。採集の依頼があると,和船で沖にこいでいき,

先端にカギのついた,長い竹ざおと,のぞ きめがね

を使 って,生 き物をひつかけてとつて くるのが常で

あつた。貞さん独特の採集法はいろいろあつたが ,

なかで もおもしろかつたのは,ゴ ンズイ (ナ マズの

なかま )の採 り方であつた。 ゴンズイを使いたい と

頼む と,「ん・……む・…・・。」と言つたきり,動 こう

とは しない。採つて くれないのではなかろうかと心

配 していると,帰る頃になつて,やおら, カ ジ メ

(海藻 の一種 )を ,縄でたばねはじめたのである。

そ して,その日は,たばねたカジメを餌 もつけずに,

実験所の棧橋か ら,海底におろして帰つて しま う。

翌朝,たばねたカジメを海か らあげれば ,ゴ ンズイ

の大 きいのは,ち ゃあんとカジメの東の中に入つて

いるのであつた。貞さんが,動物の習性を利用 して

捕 らえたものは,その他にも, ウミホタルやコーレ

イボヤがあつた。

貞 さんは,初代採集技官の熊さん (青木熊吉氏―

明治 。大正にかけて勤務 し,長者貝=オ キナエ ビス

の名付親 として名高い ),二代 目の重さん (出 口重

次郎氏一採集技官 として尽 した功績に より,黄綬褒

章を贈 られた )の あとを継いで, よく,その伝統を

まもり,二名の後進 (鈴木英雄技官,関本実技官 )

を育てられた。関本実技官は,貞 さんの三男であつ

て,父君 と同じ道を現在歩んでいる。

貞さんは,寡黙で,真面 目一筋な人 となりで,海

に生きる人 1/C似合わず ,酒 はた しなまず,コ ツコツ

雨 官  昭 南 (臨海 )

「貞さんの松」

新宿合の落成にあたり記念植樹 をする

関本貞治氏

と働 らくことを特に好まれた。仕事の対象が,海 と

生 き物であるために,勤務が早朝から深夜に及ぶ こ

とも度々であつたが,黙 々とよく頑張つて下さつた。

退官にあたり,有志の者で貞さんに記念品を贈つ

て,その労をねぎらお うと したときに,実験所内外

から,それに応ずる人が相つぎ,その数 , 120名 の

多きに及んだのも,貞さんの人徳をうかがわせるも

のであろう。

これからは, 自分の船で,海にでて漁をしなが ら,

第 2の人生をお くられるとのこと,つつがな く過 し

ていただきたい。

んさ寅の崎



<学部消息>

4月 8日 (金 )

″ 11日 (月 )

″ 13日 (水 )

″  ″   ″

″ 19日 (火 )

″ 25日 (月 )

″ 27日 (水 )

1

2

3

4.

5

6

7

8

9

4月 理学部会合 日誌

主 任 会 議

理 系 委 員 会

人 事 委 員 会

企 画 委 員 会

会 計 委 員 会

教 務 委 員 会

理 職 定 例 交渉

企 画 委 員 会

教  授  会

4月 27日 (水)定 例教 授 会

前回議事録承認

人事異動等報告

学生の転学科につぃて

学生の転課程について

学生の体学について

研究生の研究期間延長並びに入学 FCついて

受託研究生の受入れについて

私学研修員の受入れについて

昭和54度教職免許教科に関する専門科目の単

位 として認定される理学部専門科目の一部改正

12.人事委員会報告

13 会計委員会報告

14 教務委員会報告

15 入試制度検討委員会報告

16 分光イヒ学センター報告

5月 18日 (水)定 例教授 会

1.前 回議 事 承 認

2.人事異動等報告

3.受託研究員の受入れについて

4 寄附受入れについて

5 教務委員会報告

6.そ  の  他

5月 理学部会合日誌

放射線管理委員会 1030～ 1200

理 系 委 員 会  15.00～ 1630

教 務 委 員 会  13.30～ 1530

主 任 会 議 12.00～ 1300

教 授 会 13.30～ 1515

企 画 委 員 会  16.00～ 18.00

52.4.1現 在

保 勘二郎 教授

木 道 則  ″

田 春 彦 ″

上 信 雄  ″

1500-1700

1500-1630

1030-1130

16.00-1800

14.00-17'00

13.30-15.30

0.30-13.30

16.00-18.00

1330-17.00

5月 6日 (金 )

″ 7日 (月 )

″ 11日 (水 )

″ 12日 (オt)

″ 18日 (水 )

″23日 (月 )

モ授教 A
ム

について

10 素粒子物理学国際協力施設規程について

11,企画委員会報告

教 室 主 任 等 名 簿

岸

大

一野

江

雄

″

″

″

部

藤

原

野

服

後

桑

海

報

数

情

物

天

学 教室

科 学  ″

理  学  ″

文  学  ″

晶 夫 教授

英 一  ″

五 郎  ″

和三郎  ″

地 球 物 理 学

化     学

生 物 化 学

動  物  学

2--1



佐

埴

花

竹

佐

物

・類

質

物

理

植

人

地

鉱

地

〔講師以上 〕

所属  官職   氏   名  辮 月日

生 化 助教授 田 隅 三 生  52.4 1

物 理 講 師 釜 江 常 好 52.4.1

臨 海 実 験 所 寺

植   物   園  古

地球物 理 研 究 施 設  福

素粒子顔襲纏聘協搬  小

分光 化 学 セ ン ター  藤

警了僣聟と言警

'東

京大学教授理学

警鬱態深[夢群嗽鞭

学 教室

学     
″

学     ″

学     ″

学     ″

伯 敏

原 和

井 哲

内 慶

藤

郎 教授

良5   ″

貞6    ″

夫     ″

久  ″

山

谷 雅

島

柴 昌

原 鎮

宏 教授

樹  ″

直  ″

俊  ″

男  ″

動異事人

備  考

化学教室ヽ所属変
更

〔助 手 〕

所属  官職

植 物

物 理‐ 助 手

地 質 助 手

発詢二月日    異  動

52 5 1  助手 1/C採用

52.5.1  助手に配置換

026.9 復 職

容

郎

文

嗣

名

一　
哲

敏

登

井

井

氏

山

藤

藤

所属  官戦

地 球 教 授

地 球 教 授

化 学 教 授

氏  名

浅 田  敏

岸保 勘二郎

田 丸 謙 二

荒 田 洋 治

大 野 暉 司

堀 越  叡

渡
‐
航 先 国

ル ー マ ニ ア

ス ウ ェ ーデ ン

ノビエ ト連邦共
和国

アメリカ合衆国

ス  イ  ス

カ  オ  ダ
アメリカ合衆国

渡航期 間

4  8・■4128

4 12～ 4 24

4 15～ 4.22

4. 8～ 5. 2

4 1～ 331

4.24-6 23

鐵

時

学

化

化

生

4月 海 外 渡 航 者

原子核研究所から

渡  航, 目  的

地震被害対策の研究調査

雲2日鳥
00会議及びEGGD計 画研究

触媒作用に関する記念シンポジウム出席

第18回核磁気共鳴会議出席及び研究連絡

漏擁留蓼低群晃
る特異遺伝子は 現 と制

カナダ地質学会出席および黒鉱型鉱床の
成因研究

渡  航  目  的

数値解析と情報科学の地域国際研究会出
席及び研究連絡

地 質 助 手

所属  官職  氏  名

数 学 教 授 藤 田  宏

5月 海 外 渡 航 者

渡 航 先 国   渡航期間

マ ン ー シ ア 51～ 5.13
シ ン ガポ ール
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諷鳳   官職  氏  名

化 学 教 授 黒 田 晴 雄

地 質 教 授 飯 山 敏 道

人 類 教 授 渡 辺 直 経

化 学 教 授 藤 原 鎮 男

物 理 教 授 有 馬 朗 人

物 理 助教授 鈴 木 増 雄

情 報 助教授 国 井 利 泰

物 理 助教授 ― 丸 節 大

化 学 講 師 脇 田  宏

化 学 講 師 池 本 勲

化 学 助 手 梅 沢 喜 夫

渡航期間     渡  航   目  的

5 7～ 530 有機結晶の物性に関する研究

5.8～ 5.21 元家の起源と分布に関する第 2回国際シ
ンポジウム出席及び研究連絡

螂 ～ 528幕
膠 拿罐爾諦類:含新琴嚢酵i国

際学

5.20～ 5.28第 6回磁気共鳴国際会議出席

5.28～ 621 中重核構造国際会議及び第4回超微細構
造国際会議出席及び研究連絡

5 1.～1130 統計物理学の研究

57～ &印
鑑鮮靡曼鐵奪鱗調鰍

5 30～ 9 14 プラズマ天体物理学にお|ける諸問題 :パ
ルサー,X線星,超新星等の研究及び強
二重星プラズマに関するNATO高 等学
術研究会出席

地震予知研究

第 8回分子性結晶シンポジウム及び「低
次7E素材料―の合成 と性質」に関する国1際

会議出席及び研究連絡

日米科学セミナー「電極反応の速度論 ,

触媒作用及び光増感効果に関する最近の

進歩」出席および化学に関する研究連絡
のため

「重イオン核反応の共鳴」国1際会議出席
および重イオン核反応の研究

ペ トラ共同実験の打合せ

グラフアイト層間化合物 に関する国際会
議出席および研究連絡

生体物質の磁気共鳴に関する研究連絡の
ため

ド
国

ス
　
ス

側・″王
ン　．ン

晰
　
一
合
・フ
　
・フ

ポ
連
フ
　
ァ

イ ン ドネ シア

カ  ナ  ダ
アメリカ合衆国

イ タ リ ア
ォ ラ ン ダ
アメ リカ合衆国

カ  ナ  ダ
アメリカ合衆国

カ  ナ  ダ
アメリカ合衆国

アメ リカ合衆国

中華人民共禾「国

カ  ナ  グ
アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国

516～ 6 7

5,26～ 6,17

5 12～ 5.22

物 理 助 手

物

化

生 化 助 手

松 瀬 文 浩

戸 塚 洋 二

近 藤  保

稲 垣 冬 彦

手

手

助

助

理

学

フ ラ ン ス 516-7.30
Mシ連邦共禾Π国
ユーゴスラビア

ドイツ連邦共和国 519～ 529

フ ラ ン ス  5,20～ 6.1

5,28～ 6.16連 合 王 国
ス  イ  ス

昭和 52年 3月 28日 (239名 )

【数  学  科】  46名
佐藤  修,中島 廣紀,三浦 敏幸,安永

河野 年洋,川島 繁俊,木下 通宏,熊本

宮本 良磨,吉岡  朗,伊藤 英治,稲村

大内  修,逢坂 範彦,岡本 政人,上村

杉田 伸樹 ,中根 静男,成瀬  弘,秦

益本  洋,三枝 邦男,村瀬  篤,山本

理 学 部 卒 業 者

雅俊 ,池森

哲郎,小林

晃郎,井上

豊 ,古関

夏子 ,花岡

健二,渡邊
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俊文 ,イリ|1 淑人 ,方波見紀子 ,金子

隆夫,佐 々木久郎,Tlk 武英,丸山

博史,小野 隆‐志,大阿久俊則,大石

春隆,小和国 恒 ,佐籐 篤之 ,笹野

靖子,林  聖子,日 名 龍夫 ,二木

浩,本田 一治

計
蛹
獣
導
臥



【物 理 学 科】 69名
伊 東 雅宏 ,崎 山 雅 行,清水 禾口哉 ,高瀬  弘 ,伊藤

楠本 淑郎 ,児玉 直樹 ,佐久間嘉一郎 ,篠田文博 ,柴田

遠山  満 ,中山  泉 ,比嘉 清秀 ,古野 泰二 ,箕輪

阿部 修治
・

井坂 光明 ,伊藤  裕 ,井上 恒一 ,今城

大久保清貴 ,大田 信義 ,大野 隆央 ,加藤 弘― ,川村

河野 公俊,佐藤 友一 ,佐藤 春行 ,坂元 真― ,坂本

陶山  明 ,高木  滋 ,高野  宏 ,武田 恒明 ,谷野

富永 正弘 ,鳥居 敏彦 ,申川 正樹 ,西森 秀稔 ,野崎

藤部 文昭 ,外谷 敬― ,丸 山 佳子 ,山岸 秀永 ,山 口

学 ,植村 泰朋 ,小川雄二郎 ,大森

五雄 ,下園幸一郎 ,杉谷 道朗 ,坪口

達哉 ,村上 紀佐 ,村山 邦裕 ,梁井

忍 ,小野 清志 ,小野 宏哉 ,小野

光 ,久世 宏明 ,久野 良孝 ,栗原

政道 ,清水 史也 ,島  信幸 ,辛

浩史 ,谷本 俊郎 ,近間 輝美 ,鉄尾

光昭 ,深川 洋一 ,藤井 郁子 ,藤井

栄一

聴

功

い

様
一
享

埴

飼

動

【天 文 学 科】 7名
村尾竜之介 ,川上  肇 ,露木  義 ,野口 正史,福島登志夫,最上  聰 ,吉田 春夫

【地球物理学科】 17名
鈴木 孝典 ,戸 田いずみ ,石り|1 雄■ ,小りII 正明,轡田

柴山 秀博 ,島田 誠― ,下山  明 ,綱川 秀夫 ,西出

米村 公江

【化  学  科】、 42名

伊藤 真人 ,市村 知子 ,一本松下措 ,今西雄=郎 ,岩田

数井 正己 ,日 下 卓久 ,黒田 智明 ,小林 明洋 ,小林

佐藤 良幸 ,坂巻 義孝 ,田川 lln― ,高橋  誠 ,辻

永井  恵 ,永田  敬 ,西田 昌司 ,西原  寛 ,西松

古屋 和彦 ,堀井  明 ,槙野 克美 ,見上  晃 ,薬袋

吉野  宏 ,渡辺‐浩介

邦夫 ,近藤 裕昭 ,佐々木達也 ,佐野

貝」武 ,松原 幸夫 ,室岡  正 ,柳沢

泰夫 ,内丸 忠文 ,尾崎  裕 ,小野

憲正 ,小堀 良浩 ,後藤 成人 ,佐藤

尚志 ,寺田 春郎 ,寺部 真人 ,中 田

重義 ,長谷川卓志 ,原 田 知子 ,藤原

佳孝 ,山 口 雅彦 ,山本 陽介 ,横山

腱
畝

帯
餞
雑
鋼
敦

【生物化 学科】 17名
加藤1 裕志 ,片山  啓 ,蔵本 llX郎 ,遠藤斗志也 ,大沼 純子 ,柿谷  均 ,倉持 隆雄 ,小泉

酒井 ∵夫 ,柴田 康行 ,中野 寿彦 ,長洲 毅志 ,長谷川正代 ,早瀬 哲郎 ,福田  恵 ,安田

渡辺 敬介

【生物学科 (動物学 )】  9名
雨宮 俊彦 ,石井 直方 ,酒泉  満 ,自 山 義久 ,館

玉置 昭夫

【生物学科 (植物学 )】  7名
大田 雅和 ,清水 英幸 ,椎野 孝雄 ,鈴木 淳子 ,竹田

【生物学科 (人類学 )】  4名
深沢  毅 ,須貝 勝平 ,徳永 勝士 ,山田  格
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直彦 ,原藤  光 ,松本えみ子 ,山上

蠍
鎌

和義 ,福田 裕穂 ,官田  満



【地 学 科 (地質学 ,鉢物学 )】 14名

青山 茂雄 ,内 田 雅大 ,池原 厚志 ,石黒光治郎 ,奥山 俊一 ,郷原 信郎 ,斎藤 茂幸 ,福島

前川 寛和 ,松居誠一郎 ,松岡 克己 ,村田 明広 ,森  1寛志 ,山募 謙一

【地学科 (地理学)】 7名

倉田 孝■ ,槻谷 俊文 ,浜野 正男 ,岩崎 一孝 ,奥野 裕志 ,外山 秀之 ,仲野  徹

大学院理学系研究科修士課程修了者

昭和 52年 3月 2.9日 (201名 )

【数    学】 17名

青木  茂 ,1阿部 雄二 ,岩官 敏幸 ,梅本 和義 ,加藤 1和也 ,り 1医雄二郎 ,木下 険之 ,清田

金  永淑 ,倉本 義之 ,対馬 竜司 ,飛日 英利 ,乗松 芳樹 ,橋本喜一郎 ,真島 秀行 ,百瀬

渡辺 弘之

夫
・
之

正
一
文

【物 理  学】 54名

荒井 邦博,売木  俊 ,有光

字佐美 寛 ,遠藤 道夫 ,生出‐

lLlll年一 ,木村 能章 ,金

鈴木 直仁 ,瀬尾 幸市 ,鷹箸

中川 憲‐夫 ,中 里 和郎 ,中野

浜名  卓 ,原 田  実 ,飛ロ

松川 尚弘 ,松島 房和 ,松葉

【天 文  学】 6名

浮田 信治,尾 申  敬,竹内

【地 球 物 理 学】 14名

池田  慎 ,鍵 山 恒臣 ,力,藤

新野  宏,花田 英夫 ,浜

【化     喘鋼  42名
創 II 幸子 ,青山  隆 ,井口

大柳 宏之 ,小川7E・―郎 ,沖山

自石 寛明 ,菅原 洋子 ,杉本

永井 尚産 ,中川 邦明 ,永野

細谷 通夫 ,前 日  明 ,増井

nJll 安理 ,横山  泰

敏彦 ,安藤 知史 ,碇   寛 ,石井

勝宣 ,大串 幹夫 ,大嶋 英一 ,岡

信弘 ,窪日 高弘 ,小池 洋二 ,小林

継典 ,田中 二郎 ,玉木 久夫 ,日原

昇 ,申村 春木 ,中村 幸男 ,西岡

和男 ,檜尾 守昭 ,福井 泰雄 ,星

育雌 ,宮 内 貝り雄 ,柳沢 千明 ,山本

克哉 ,市村  淳 ,井下

真・
加藤  潔 ,金山

俊雄 ,小林 仲好 ,篠塚

譲 ,郵  勝公 ,戸沢

泰城 ,野田 悦大 ,橋本

紀行 ,益子耕一郎 ,松居

昌

猛
鬱
権
に
操
牲

厚人 ,長井 嗣信 ,峰巣  泉 ,渡辺 鉄哉

照之 ,座間 信作 ,瀬野 徹三 ,谷口 治幸 ,中沢 哲夫 ,申村

真一 ,ホ  隆也 ,堀江 晶子 ,三浦 秀夫

雅章 ,石川

京子 ,尾中

弥生 ,砂川

修 ,中村

隆 ,婚

俊― ,和泉 儀一 ,今井

篤 ,小原 義夫 ,勝又

和彦 ,高木 真紀 ,竹村

泰男
"沼

田 祐一 ,林

勝之 ,松井 和則 ,見上

登 ,今関 周治 ,大岡

宏 ,工藤 1昭英 ,嶋貫

謙一 ,塚田 秀行 ,堤

繁信 ,藤島  瞳,藤田

真美 ,三森 文行 ,宗像

酷
徹
器
該
棚

― ■6-



【生 物 化 学】 18名
飯田 秀利,内山  豊,小野

中山  孝,成瀬 英典 ,林

横田  崇 ,横山 茂之

【動  物 学】 6名
江島 洋介 ,小倉 明彦 ,教野

【植  物  学】 4名
門田 明雄,竹内 裕一 ,都筑

【人  類  判  3名
岩柳千鶴子 ,植田信太郎,高 山

【地  質 学】 7名

岡田  豊‐,古字田亮一 ,小坂

【鉱 物 学】 4名

井上 厚行 ,佐々木信行 ,留岡

【地  理  学】 3名

池田 安隆‐,遠藤 幸子 ,斎藤

【相 関 理 化 学】 17名
相原 正博 ,有光 直子 ,伊藤

桑原 輝隆 ,小池 裕幸 ,今野

山本 和久

達夫 ,今居 和男 ,内田  勉
"大

野 茂男 ,岡

雅啓 ,高柳 英明‐,徳田 仲二 ,仲井 雅光 ,花城

高明 ,小原 正雄 ,杉山健一郎 ,助永 義和 ,高市 真― ,中野 明彦

秀員U,東島  勉 ,日和佐隆樹 ,三隅 昌朗 ,宮島  篤 ,山脇有里子

順子 ,平良 真規 ,福田珠美子 ,山 ロ オロ彦

幹夫 ,丹生谷 博

和夫 ,柵山 雅則 ,箕輪 英雄 ,本村 真澄 ,矢島 道子

和重 ,村上  隆

秀樹 ,/Rlll

宏明 ,山 岡

一
一
隆

雄

【科学史・科学基礎記  6名
木原 英逸 ,佐藤  徹 ,下坂  英 ,杉山 滋郎 ,田 村 保子 ,山 1本

理 学 博 士 学 位 授 与 者

昭和 52年 3月 ■4日 付授与 者  (21名 )

専 F]課程 氏 名   論 文 題 目

物 理 学  神 永 真 朗 点接触型ジョセンソン素子の特性

同    小 林 克 己  In VivO Photodynamic価の初期過程

同    瀬 り|1新 一  温度ジャンプ法による溶液中のリゾチーム分子の動的状態の研究

天 文 学  岡 村 定 短 電子計算機による銀河の表面測定

地球物理学  松 村 正 三 MTOF法 による下部熱arP性大気温度のロケット観測
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専門課程

生 物 化 学

地 理 学

相関理化学

同

同

学餞穎 lln3

条 2項該当
同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

氏 名

星 野  稔

三 上 岳 彦

飯 淵 千 春

武 田 裕 行

石 井 哲 郎

荘 司  準

藤原棋多夫

岩 田 深 雪

井 上  望

酒 井  純

酒 井 文 雄

佐藤八十八

植 月 正 雄

加藤 美恵子

加 藤 洋 一

大 竹 正 之

論 文 題 目

テ トラヒメナ繊毛ダイニンの研究

北半球における気候変動の地域差に関する動気候学的研究

大豆貯蔵タンパタ質 7Sグロプリンに関する研究

電気伝導法による非水溶液中の 1価 のイオンの挙動およびジベンプー18-
クラウンー6と 各アルカリ金属イオンとの錯体生成に関する研究

細菌ウイルスT4頭殻の構造形成

極低濃度アンチモン (Ⅲ )の溶液化学

原子吸光法における原子化機構

遷移金属傑体結晶中の電子密度分布の精密測定

白金中の遷移金属不純物効果

大きな超微細分裂を有する分子の赤外 レーザー分光

因子の補集合の小平次元

ヒマ種子のNADP十 _ィ ノタエン酸脱水素酵素

磁気共鳴によるZiegler Natta触 媒系銘体の研究

アズキ cuttingに おける不定根形成過程の解析

分化 した軟骨細胞の組織培養下における化学発癌ならびに軟骨クローン

ヘテロポリ酸の触媒作用に関する研究

昭和 52年 3月 29日 付博 士課程修了者 (78名 )

専門課程    氏 名          論

物 理 学  麻 田  進

同   天 川 博 隆

同   池 添  博

同   岡 村 昇 一

同   小 川 和 男

神 谷 幸 秀

川 端 節 弥

岸 本 直 樹

佐 野  理

須 藤  滋

遷移金属化合物における内殻励去ロスペク トル

非弾性散乱における二段過程と有効相互作用

ガス申でのユ

“
Baの 6+状態の核磁気能率の測定

磁気中性点放電の研究及びその高温プラズマインジェクタヘの充調

250MeVか ら800MeVに於ける重陽子光分解反応の解析

刀ヽ 野 義 正  超流動ヘリウム 3の B相 での粘性率同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

高河原 俊秀 二次光学過程における緩和の統計力学的理論

高幣謙一郎  TICl―TiBr混晶系の光学的研究

回転ガス雲の収縮

重陽子光分解反応に於け る陽子の偏極度測定

アモルファスSi一Au系 の金属・非金属転移の研究

二平面壁で囲まれた粘性流体中に於ける0/jヽ球の運動

磁場中におけるレーザー生成プラズマの熱化 と流れ

3He-4He系 のラムダ線近傍における輸送系数
4Heの ラムダ点近傍に於ける超音波減衰

剛体球流体中における衝撃波面構造の分子動力学的研究

磁性金属中の正ミ_―中間子の内部磁場と緩和時間

原子核からの荷電 π申間子光発生の実験的研究

キイロショウジョウパェ致死遺伝子の発生学的研究

重イオンによる船 反応の研究

田 中  充

東 崎 健 一

仁 木  清

西 田 信 彦

野 口 修 一

広 瀬 宜 郎

福 田 共 和
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専門課程

物 理 学

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

地球物理学

同

同

同

同

化      今許

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

生 物 化 学

同

氏  名

布 施 元 正

馬 越 健 次

外 本 泰 章

村 田 恵 三

本 林  透

吉岡大二郎

和 田 純 夫

家  正 則

岡 崎  彰

高 田 昌 英

DINII QIDC
VUONG

出 口 修 至

三 上 孝 雄

伊 藤 純 一

杉 浦 直 治

野 村 雅 史

山 本  隆

渡 辺 秀 文

石 井 文 雄

井 本 英 夫

植 弘 崇 嗣

木 下 修 一

榊 原 正 明

猿 渡 雄 彦

塩 野 万 蔵

新 谷 英 樹

鈴 木  薫

立 松 節 子

通  元 夫

鳥海 幸 四郎

西  保 夫

仁 藤  修

藤 川 高 志

伊 井 一 夫

小松 みづ ほ

論 文 題 目

乱流プラズマからの輻射理論とその応用 ―線型及び非線型過程一

遍歴電子系におけるらせんスピン構造の理論

Cds の共鳴ラマン散乱に於ける偏光特性

二次元超伝導における前駆反磁性

軽い原子核 (lPお よび2S-lα 殻 )の間でのα粒子移行反応の研究

強磁場中の半金属の一次相転位

e+e~消 滅・ eN散舌Lのパー トン模型による解析

円盤状銀河の大局的動力学不安定性

近接連星小獅子座T星及び鯨座XY星 の研究

二つの0型超巨星 ,麒麟座α星とクフェウス座 19番星の分光学的研究 :

モデル大気分析

太陽フンアのスペクトル解析

水メーザーと赤外線星の外層

太陽近傍のM型星の運動学的バラメーターと絶対等級

自然地震の発生限界領域

石質隕石の自然残留磁化の起源について

海洋地域のデータより求められた中波長の地磁気異常とその地球物理学的
意義

磁気圏内の波動 ―粒子非線型相互作用

地球磁場生成過程 としての乱流ダイナモ

ジチオールチオン類およびその関連化合物 とエナミンの反応

金属化合物 ―水素系に関する研究一

EDTAお よびその関連化合物の金属鍔体の研究

X線光電子分光法におけるマルチチャンネル検出方式 とその応用

回転移性とその赤外ラマンスペクトルにおけるキーバンドの研究

機器分析の精度向上に関する研究 ―精密化学測定のためのオンライン計
測システムの製作 とその応用―

/LA原子価チタン化合物およびZ―ハロピリジニウム塩を用いる合成反応の
研究

←)5:』

痛だ F現 lfrPn)3〕
B r3 の電子密度分布 ―X線および中

アルゴン残光反応 1/Cよ り生成する三原子ラジカルの発光スペタトル

シアン化物の光解離によって生成 されるCN(B2Σ )の発光スペク トル

シオナンおよびフリーデラン誘導体の骨格転移反応およびダマラン誘導体
の反応

遷移金属錯体の電子密度分布

有機溶媒中における金属錯体のホットア トム化学および光化学

核反応によるマグネツウム同位体の生成

気相分子のX線光電子スペク トル

ウニ卵のグルタチォン還元酵素の研究

光 リン酸化反応の研究 ―基質 とその葉緑体チラコイド膜への結合―
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専門課程

生 物 化 学
｀
同

動 物 学

同

同

同

同

同

同

植 物

地 質

同

鉱 物

同

相関理化学

同

同

同

同

同

同

同

同

氏  名

斎 藤 春 雄

長 田 重 一

岡 村 直 道

菊 田 彰 夫

西 駕 秀 俊

西 駕 鷹 子

高 井 哲 史

野 沢 昭 典

野 中  勝

鈴 木 正 彦学

学

論 文 題 目

大腸菌ファージ入のDNA複製に関する研究

ポリペブチ ド鎖延長因子 1,EF-1の 精製 と機能

ラット肝お よび腹水肝 細胞膜におけるエピネクリンおよびプロスタグラ
ンジンEンセプター ,ア デニルツクラーゼ系の研究

様々な薬剤による培養白血病細胞 (L5178Y)の 細胞死の形態学的比較
研究

クロマチンの活性調節における酸性ムコ多糖の関与に関する研究

ラット正常卵巣およ」岬臓内移植卵巣の内1分泌学的研究

る選巣椒磨各
体及び視床下部由来の神経終末粒子におけるドーパミン能動

ウニ卵発生における硫酸イオン活性化酵素系

ウ‐未受精卵チミジンキナーゼの受精に伴なう活性化機構

条ず員李タツ嬰な最)ごス
ストにおけるパクテリオファージDNAおょび

月風部 恵 子  流体包有物の水素同位体比からみた第 3紀鉱液の起源ならびに性質

横 山 一 己 三波川帯中の超塩基性岩とそれに付随する岩石について

青 木 正 博  Wairakiteの 鉱物学的および地球化学的研究

今 西 康 弘
:::昴勘

「
ぶ :肝Jniえ

の
背雰籍濯螢修遭進

Ca C8 2,Fe Q18)

宇佐美菱郎  M■ 0の光伝導機構

児 島 邦 公  固体 ,液体のカリウム及びスズの光学的性質

奥 野  誠  ベン毛運動の機構に関する研究

熊 谷  泉  Aspergillus niger Var,■ la crO spOru s′ 由来の酸性カルポキンペ
プチグーゼの生化学的研究

佐 野  清  ウニ胚の分化に伴 う細胞表面の変化

中 野  徹  ポリアミン要求ヌタレアーゼについて

松 井 悦 郎  ロジウム錯体によるジエンのミセル系重合における活性種に関する研究

湊  孝 夫  相互作用のある時と無い時の高分子鎖の分布関数

宮 島 静 未  工作用素の分解

I!|!ll!IIII!llllll!!|||||lll!llllllllllllll!ll!||!llll!||!|lll!!lllllll!|llllll:llllli!ll!ll!|llllll!||!||!||ll!|IIIIIIIllll!llll‖ |ll!‖ !||llllllll!|||||llll!|!!|!||||llllllllllll!||

職員永年勤続者表彰

昭和 52年度の東京大学永年勤続者 (20年以上 )

として ,理学部では下記 7氏が表彰された。

感 謝 状 の 贈 呈

4月 12日 現在理学部に在職 し,本学での勤続が

30年を超える職員 (教官を除 く)に対し,学部長

から感謝状ならびに記念品が贈呈された。該当者は

下記 19氏である。

記

荒井 正彦氏 (物理 )友 田 幸子氏 (地物 )

宮川 正 氏 (物理 )仲 野喜美子氏 (地物 )

磯田 幸子氏 (天文)中 田 賢次氏 (化学 )

小野  昇氏 (地物 )西 貝 正明氏 (生化 )

記

子

明

三

薫

子

治

栄

昌

勝

孝

　

浩

義

田

沢

島

萩

沢

藤

田

藤

長

中

矢

梅

伊

吉

氏 (数 学 )

氏  (物 理 )

氏 (化 学 )

氏 (植 物 )

氏  (地 質 )

氏  (植物園 )

氏  (地球施 )
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松田 弘明氏 (植物 )

黒沢 幸子氏 (植物 )

市り:1 健 氏 (地質 )

市原  正氏 (地質 )

久保田一子氏 (臨海 )

吉野 誠治氏 (中央 )

杉森 政雄氏 (中央 )

奈良 利男氏 (中 央 )

滝沢 竜夫氏 (中 央 )

星  圭介氏 (中央 )

久我 正弘氏 (中央 )

理学部職員学生懇親会

5月 16日 (月 )午后 3時 より恒例のビヤパーテ

イが小石川の附属植物園でひらかれた。当日は快晴

にめく
゛
まれ約 500余名の職員 ,学生の参加があ り

盛況のうちに進行 ,午后 5時頃散会した。

編 集 後 記

最近は原稿をお願いしても,仲 々す ぐには書いて

頂けないことが多 くなりました。是非皆様方のご協

力をお願いする次第です。 (T)
なお ,前号の東京大学附近 の地形図に年を入れて

おりませんでしたが ,明 治 17年測量のものでした。

(S)

下

木

隅

願
層 清一郎 (動物 )

秀 夫 (地理 )

三 生 (化学 )

１

　

８

　

８

６

　

８

　

４

醜
輔
轍
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